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                                                                       〈報道各紙掲載記事より抜粋〉 

《国内・国際》     

6/1 ２０１０年の平均寿命 男性７９．５５歳 女性８６．３０歳 
 ２０１０年の日本人の平均寿命は男性が７９．５５歳、女性が８６．３０歳と確定したことが、厚生労働

省が３１日に発表した「完全生命表」で分かった。５年ごとに公表しており、２００５年の平均寿命に比べ、

男性は０．９９歳、女性は０．７８歳とそれぞれ延びた。厚労省が毎年公表している簡易生命表は、推計人

口を基に平均寿命を算出。確定版の「完全生命表」は、５年に１度実施される国勢調査のデータを反映させ、

作成している。 
 
6/2 健康寿命 男性７０．４２歳 女性７３．６２歳 

 厚生労働省は１日、国民が一生のうちで健康面の支障がなく日常生活を送れる期間を初めて算出し、「健康

寿命」と名付けて公表した。２０１０年の健康寿命の平均は男性が７０．４２歳(平均寿命７９．５５歳)、女

性７３．６２歳(同８６．３０歳)結果となった。健康寿命は、同省が行っている国民生活基礎調査で、日常生

活への健康上の問題を尋ねた質問に、「ない」と回答した人の割合や年齢別の人口などから、同省の研究班が

計算した。都道府県別では、男性は愛知(７１．７４歳)、女性は静岡(７５．３２歳)がトップ。最短は男性が青

森(６８．９５歳)、女性は滋賀(７２．３７歳)だった。ちなみに山口は、男性が(７０．４７歳)で２２位、女性

が(７３．７１歳)で２４位という結果だった。 
 
6/4 「買い物弱者」９１０万人 

 スーパーなどの生鮮食品店が自宅から遠く、徒歩での買い物に不便を感じる「買い物弱者」が全国で９１０

万人に上るとみられることが３日、農林水産省の調べで分かった。最寄りの店まで直線で５００メートル以上

離れ、自動車を持たない人が対象。国勢調査と商業統計調査を基に推計すると、最も割合が高いのは長崎県の

１０．６％、次いで北海道が１０．０％。最も低いのが東京都の４．１％、次いで山形の４．９％で全国平均

は７．１％。ちなみに山口は、８．３％だった。 
 
6/6 出生率 頭打ち １．３９ 

 厚生労働省は５日、２０１１年の合計特殊出生率(１人の女性が一生に産むだろうと予想される子どもの数)
は１．３９で、前年と同じだったと発表した。過去最低だった２００５年(１．２６)の後は上昇傾向にあった
が、頭打ちとなった格好だ。出生数も前年比２万６０６人減の１０５万６９８人と過去最低を記録したほか、
一層晩産化が進み、第１子出産時の母の平均年齢は３０．１歳。前年より０．２歳上昇し、初めて３０歳を超
えた。出生数が減りながら出生率に変化がなかったのは、分母となる女性人口も減少したためである。都道府
県別の最高は沖縄の１．８６、次いで宮崎１．６８、鹿児島１．６４．最低は東京の１．０６，次いで北海道、
宮城、京都がいずれも１．２５、山口は１．５１だった。 
 
6/10 非正規労働 実態把握へ 

 パートや契約社員といった非正規労働者の実態をつかもうと、総務省が毎月実施している「労働力調査」の
非正規に関する調査項目を来年１月から詳しくすることが９日、分かった。非正規は労働者の３人に１人に膨
れ上がり、不安定雇用や低水準の賃金が問題となっているが、実態の把握が不十分との指摘があった。政府と
して調査を重点化し、雇用政策への反映を狙う。 
 
《県内》    
6/8 県内の生活保護世帯 過去１０年で最多 

 県内の２０１０年度の生活保護世帯数(月平均)が１万２２４３世帯で、過去１０年間で最多となった

ことが県のまとめでわかった。県厚政課によると、２０００年度の生活保護世帯数は９１７４世帯だっ

たが、年々増加して２００５年度は１万１２０４世帯となった。２００６年度から２年連続でわずかに

減ったが、２００８年度から増加に転じ、２０１０年度は前年度より６８７世帯増えて１万２０００世

帯を突破した。 

 

6/8 子育て世代に 負担増 
 山口税務署が２０１１年分の確定申告状況を公表した。県内で所得税の確定申告書を提出した人は２

６万２１１７人で、前年比２万６０００人減った。５年連続の減少だが、申告納税額は前年より１０億

８５００万円増となった。税制改正に伴い、公的年金の収入額が４００万円以下の人は所得税の確定申

告が不要になったため、年金生活者を中心に申告者数が減少した一方、１６歳未満の扶養親族への扶養

控除廃止で子育て世帯が増税になったことが影響しているという。 


